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研究の背景

原子力発電所の放射線管理区域に入域する際

決められた安全保護具の装備が必要

従来、鏡に映った自身の姿を自分でセルフチェック

 ヒューマンエラーで装備忘れが発生するおそれ
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研究の目的

プログラムの開発

人工知能（ＡＩ）による保護具の装備確認
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 自動開閉ゲートと組み合わせた
ＡＩゲートの製作



開発品（ＡＩゲート）の動作概要 ①正常判定
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開発品（ＡＩゲート）の動作概要 ②装備忘れ
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まとめ

AIによる保護具の装備確認プログラムを開発

本プログラムを採用した「AIゲート」を製作

AIゲートの運用を開始済（2021年5月より）

浜岡１/２号機および３/４号機チェンジルーム
（１台ずつ配備）

⇒以降、装備忘れの実績なし

技術開発ニュース 165号に投稿済

当社ＨＰ参照
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https://www.chuden.co.jp/seicho_kaihatsu/kaihatsu
/kai_library/news/
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